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「若者の生活と意識に関する調査」 

「生活と意識に関する世代比較調査」 

研究会代表：浅野智彦（東京学芸大学・教授） 

事務局長：辻  泉（中央大学・教授） 

調査結果のお知らせ 

青少年研究会（http://jysg.jp/）では、この 30 年ほどにわたって、若者の生活と意識、行動と価値観に

関する調査研究をおこなってまいりました。1992 年より科学研究費によって10 年ごとに継続調査を実施して

おり、今回 2022 年 11月～2023年2月に実施した第四回調査の結果速報ができましたので、お知らせいたします。 

１ 調査概要 

※本研究は、2019～2023年度科学研究費基盤研究（A）「現代若者の再帰的ライフスタイルの諸類型とその成立

条件の解明」（研究代表者：浅野智彦、東京学芸大学教授）による成果の一部です。

※今回より、第三回目まで（JYSG2012、JYSG2002、JYSG1992）と同様の②大都市調査に加えて、①全国調査化

を行いました。またメインとなる、a)若年層調査「若者の生活と意識に関する調査」に加えて、その世代を

超えた広がりを捉えようとするための、b)中年層調査「生活と意識に関する世代比較調査」を実施しました。

※以降、特段の断り書きのない場合を除いて、①全国調査のa)若年層調査を中心に結果を記していきます。

２ 主だった知見： 過渡期の若者たちにみる再帰的ライフスタイル 

 全体的には①日本社会についての悲観的な意識や、社会より身の回りのことへの関心の高さ（以降の５の項

目参照）がうかがえましたが、これをミーイズムの「私生活主義」や「現実逃避」と解釈するのは早計でしょ

う。なぜならば、②自己意識の不確かさ（同様に、６参照）もまた同時にうかがえ、今日の日本社会が、若者

たちにとっては、社会についても自分についても確固たるよりどころが持ちにくい過渡期にあることがうかが

えます。よりどころの持ちにくさでいえば、前回調査（JYSG2012）まで見られていた③友人数の増加傾向は減

少に転じ（７参照）、④恋愛交際経験のない若者の割合は増加し続け（８参照）、またテレビなどのマスメデ

ィアよりも、スマホを介した⑤SNS利用など自分の関心に沿ったメディア利用行動が中心となってきています

（９参照）。⑥音楽については費やす時間も金額も大きな変化はないものの、趣味全体ではかつて若者文化と

思われていたものが中年層にも広がっているのがわかりました（10参照）。 

 本研究会では、このように、社会についても自分についても確固たるよりどころが持ちにくい過渡期の時代

において、若者たちが、それぞれのライフスタイルを自己反省的に見つめなおしながら、営んでいく状況を

「再帰的ライフスタイル」と呼び表し、その実態をさらに今後も探求していく予定です。 



３ 今後の公表予定 

①第96回日本社会学会（2023年 10月 8日～9日、立正大学、https://jss-sociology.org/other/20230818post-

14850/#d20） 

②学術出版（2024 年夏以降に予定） 

③その他に、国際社会学会での学会報告などを予定 

 

４ 研究会の詳細情報 

・青少年研究会（ http://jysg.jp/） 

 

・過去３回の調査の主な学術出版物 

 

1992年調査（JYSG1992）： 

高橋勇悦監修・川崎賢一・芳賀学・小川博司編 

『都市青年の意識と行動―若者たちの東京・神戸90’s（分析編）』恒星社厚生閣、1995 年 

富田英典・藤村正之編 

『みんなぼっちの世界：若者たちの東京・神戸90’s（展開編）』恒星社厚生閣、1999年 

 

2002年調査（JYSG2002）： 

浅野智彦編 

『検証・若者の変貌』勁草書房、2006 年 

岩田考・ 羽渕一代・菊池裕生・苫米地伸編著 

『若者たちのコミュニケーション・サバイバル：親密さのゆくえ』 恒星社厚生閣、2006年 

   

2012年調査（JYSG2012）： 

    藤村正之・浅野智彦・羽渕一代編 

『現代若者の幸福：不安感社会を生きる』恒星社厚生閣、2016年 

        南田勝也・木島由晶 ・永井純一・小川博司編著 

『音楽化社会の現在：統計データで読むポピュラー音楽』新曜社、2019年 

  

 

・問い合わせ先：中央大学 辻  泉 

〒192-0393 東京都八王子市東中野742－1 中央大学文学部社会情報学専攻 辻 泉 

メール：tsuji@tamacc.chuo-u.ac.jp 

電話：042-674-3731 
 



 

５㸬社会意識の概況 

文㈐：ጒᑿ㯞⨾（㏣ᡭ㛛学㝔大学） 

 身㏆なことへの関心の高まりە

▷研究会が実施した 2012 年調査(都市)と 2022年調査(都市)を比較すると、「社会や他人のことより、ま
ず自分の生活を大事にしたい」「仕事よりも趣味や家族を大事にしたい」「仕事を選ぶときは、夢の実現よ
りも生活の安定を優先したい」への肯定回答が上昇している。加えて、「個人の力だけで社会を変えるこ
とはできない」「みんなで力を合わせても社会を変えることはできない」といった意見も強まっている。 
▷社会、他人、仕事よりも自らや自らに身近なこと（趣味や家族、生活の安定、現在性）を優先する志向
の強まりが指摘できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 社会をᚿ向する意識のᙅまりや日本社会への悲観的な意識ە

▷10 年前と比較すると、「日本は平等な社会である」「日本の将来は明るい」「税負担が大きくても、福祉
などの行政サービスが充実した社会がよい」は否定される傾向にある。 
▷若者にとって、日本社会に対するペシミスティックな見方が強まったと示唆される。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
このە 10年の変化 

▷「社会は変わらない」という前提のもと、個々人の身近なことに反応しながら生活していると見て取れ
よう。 



６㸬若者の自己意識の経年変化 

文㈐：∾野智࿴（大ጔዪ子大学） 

 

 自分のことはよく分からないし、他人と合わせている᪉が安心…でもそんな自分がዲき 

研究会が 10 年前に行った都市若者調査と比較すると、「ࠕの自分が޹き」「ࠕのままの自分でい
いとࢧう」といった、自ހ肯定״にؖする肯定回答ིが౹ܯదにみて༙意にଁ加している。ͨれ
とಋ࣎に、「自分がどんな人͖ؔわ͖らなくなる」「஧のよい༓だͬでもࢴのことをわ͖っていない」
というߴ໪の肯定回答ིもଁ加している。Ҳ見໅८するようにもみえるが、「意ࣟして自分を࢘
い分けている」「自分らしさを強調するより、他人とಋͣことをしていると安ৼだ」というߴ໪も
ଁ加していることをญせてߡえると、݃Վとして自分自身と஧のよい༓だͬの૔方にとって、
自分のことがよく分͖らないことになったとしても、बりに合わせて自分を࢘い分けられてい
ること自ରが肯定దに඲ՃされているのではないだΘう͖。ͨうだとすれͻ、ࠕ日の若者にと
っては、他人のଚ在が自ހ意ࣟのな͖でより大きなものになっているといえる。 

 2012 2022 

今の自分が好き 64.8 70.4 

今のままの自分でいいと思う 51.1 62.8 

自分がどんな人間かわからなくなることがある 48.8 51.5 

仲のよい友だちでも私のことをわかっていない 27.8 33.7 

意識して自分を使い分けている 49.1 57.2 

自分らしさを強調するより，他人と同じことをしていると安心だ 34.9 45.8 
 

 「世間」をẼにする若者たち 

大઀なことを݀Όるときに॑ࢻすることにͯいては、「自分の意見や৶೨」を͝ڏたׄ合が 
10 年前と比΄てఁԾし（2012 年  �����ˢ���� 年  70.9%）、「੊ؔの඲Ճやಕಛ」（�����ˢ 

37.8%）、「΢ϱνーϋッφ上でಚられる৚ๅ」（�����ˢ�����）がͨれͩれଁ加している。ここ
でも、୯͖͖らの඲Ճ、੊ؔの௪೨をより॑ࢻするࠕ日の若者の傾向をみてとることができる。
この「੊ؔの඲Ճやಕಛ」は、஦߶年の方がよりـにしているようにҲ見ࢧわれるが、若者調
査とಋ࣎に行った஦߶年調査（30ʛ59 ࡂ対ে）での肯定回答ིは �����であった。 

 

 身体・ア࢘ࢻࢺアᚿ向の趣味と自己⫯定感 

સࠅ調査のυーνを༽いて、自ހ肯定״と趣味のؖܐにͯいて分ੵすると、自ހ肯定״に౹
φϪʀϓ۔」の大きいॳに「自分でやるスϛーς」਼ܐదに༙意なਜ਼のؖ࿊をもͯのは、૮ؖܯ
ィッφϋス」「Ϋϡϱϕʀ௾り」「ϓΟッシϥϱ」となった。ࠕ日の若者に͕いては、身ରదもしくは
ΠΤφχΠ志向の趣味が、自分自身を肯定దにଌえることができるҲͯのݱࣁとしてؽ೵して
いるようである。 



７㸬ከඖ化する友人関ಀのᏙ⊂ 

文㈐：小川㇏Ṋ（日本大学） 

 ⊃大人より友人数はከいけれどᏙە

 若年૜の༓人਼のಝ௅にͯいて、஦年૜と比較をしてみよう。本調査で༓人਼を਎ືౕに
よって「਎༓（࿂人をঈく）」「஧のよい༓だͬ」「எり合いఖౕの༓だͬ」の 3ͯに分けて
ਚ͸ている。これらの平ۋ஍を見ると、3ͯのす΄てに͕いて若年૜の方が஦年૜よりも༓
人਼がଡく、あるఖౕ、充実した༓人ؖܐをͯくっているように見える。 

 
 ͨのҲ方で、「ͽとりでいるとݿಢをͣ״る」にͯいて、「よくある」「ときどきある」「あ
まりない」「まったくない」の 4ͯの選୔͖ࢸら 1ͯを選ぶ࣯໲では、若年૜の方が஦年૜
よりもݿಢ״を์いている人のׄ合が߶いことがわ͖る。若年૜は஦年૜より༓人਼がଡ
いにも͖͖わらずݿಢを์いているのである。 

 
 友人関ಀのከඖ化とᕼⷧ化ە

 2022 年調査では若年૜の༓人਼は஦年૜よりもଡ͖ったが、本研究会が実施した 2012
年の若年૜の平ۋ஍と比較すると、「਎༓（࿂人をঈく）」が 4.5 人͖ら 3.4 人に、「஧のよ
い༓だͬ」が 22.3 人͖ら 12.7 人に、「எり合いఖౕの༓だͬ」が 74.5 人͖ら 45.6 人にと、
3 ͯの༓人ΩテβϨーす΄てに͕いてݰঙしている。 
これとともに、「༣ぶ಼༲によってҲॻに༣ぶ༓だͬを࢘い分けている」に対する「ͨう

だ」のׄ合がଁ加し、「༓だͬとのؖܐはあっさりしていてɾ͕ޕいに਄೘りしない」のׄ
合はݰঙしている。༓人ؖܐのଡݫԿはͽとͯͽとͯのοϡϋϩに͕けるؖܐへのαミッ
φϟϱφのسമԿをもたらし、ͨのことがݿಢ״に݃;ͯいているՆ೵性がߡえられる。 

 

ঘ஍࠹ ୉஍࠹ ฑۋ஍ ঘ஍࠹ ୉஍࠹ ฑۋ஍
਎友ʤ࿂人をঈくʥの人਼ 0 40 3.4 0 50 2.4
仲のよい友だちの人਼ 0 200 12.7 0 200 8.4
�எり߻いఖౕの友だちの人਼ 0 1000 45.6 0 1000 30.3

஦೧૜ऑ೧૜

ͨうだ ͨうでͺない

����೧ 74.1% 25.9%
����೧ 70.3% 29.7%
����೧ 57.9% 42.1%
����೧ 51.5% 48.5%

友だちとのؖܐͺあっさりしていて，
いͶ਄೘りしないޕ͕

༣΁಼༲ͶよってҲॻͶ༣΁友だちを
使い分けている



８㸬若者の恋愛交際㞳れと恋愛⑂れ 

文㈐：ஂಖ田裕之（日本大学） 

 

 恋愛交際を一度も経験したことがない若者の割合が増加ە

 大都市に͕ける若者（າ࠙者のみ）の࿂Ѭ行ಊにؖして 30 年ؔの変Կを見てみると、࿂
ѬިࡏをҲౕもݩܨしたことのない若者のׄ合は、સରで見ると 1992年（33.9%）͖ ら 2002
年（29.5%）に͖けてݰঙしたあと、2012 年（30.8%）͖ らଁ加に఺ͣて、2022 年（35.6%）
では 1992 年のਭ६を上回って͕り、஋ঃࠫも֨大しͯͯある。2020 年Ґ߳のαϫψՔに
͕いて社ިસରがཊ੏されたްՎもॉ分にߡえられるが、2000 年େ͖ら໲ୌԿされた若者
の࿂Ѭʀ性Ѭ行ಊの෈活൅Կのうͬ、大都市に͕いて現実の૮घとの「࿂Ѭިࡏ཯れ」が਒
行してきたՆ೵性があり、ޛࠕも஭ࢻしていくචགྷがある。 
加えて、સࠅ調査υー

ν（2022 年）と比較す
ると、າ࠙の若者の࿂Ѭ
でࠅはસིݩܨາࡏި
37.8%（஋性 42.7ˍ、ঃ
性 33.7%）とಝに஋性で
߶く、大都市と比΄てஏ
方で฽らす若いາ࠙஋
性の࿂Ѭިݩܨࡏの߶
さが、સࠅ平ۋをӀき上
͝ているՆ೵性がある。 

 
 恋愛にᑐするᾘᴟ的な態度の増大ە

 ࿂ѬިࡏへのভۅԿをݗ౾するたΌに、2012 年と 2022 年の大都市調査͖ら比較Ն೵な
に対するαスφ意ࣟ（͕ۜが͖ࡏ໪を見てみると、大都市の若者（າ࠙者のみ）の࿂Ѭިߴ
͖るʀൾれる）はգڊ 10年
ؔで大きく上昇し、ໃް力
޹やり方分͖らないʀ）״
͖れる自৶なし）もଁ大し
ている。さらに、ͨもͨも
࿂Ѭ״৚を࣍ったことが
ない૜もঙしずͯଁ加し
て͕り、こうした大都市の
傾向はޛࠕ、સࠅにഀٶし
ていくՆ೵性もある。 



９㸬若者とメディアの関わり 

                                 文責：二方龍紀（常磐大学） 

 を介した人間関ಀのᣑ大の「᭤がりゅ」㸽ࢺࢵࢿインターە

 

インターネットが本格的に若者の生活に普及し始めた 2000年頃から比較をすると、インターネット上

での活動をきっかけに親密な関係を広げる経験が全体として着実に増加している傾向が確認された。た

だし、2002 年から 2012 年の増加の幅に比べて、2012 年から 2022 年の増加の幅は緩やかになっている。 

 

動⏬ど⫈のὶ行とࢺショーە SNSの生活へのᾐ㏱ 

 10 年前の調査時点と圧倒的に変化が見られたのは SNS をめぐる状況で、Instagram（2014 年日本での

サービス開始）は、調査した 4 種の SNS（X（Twitter）・Facebook・Instagram・TikTok）の内最も多い

73.5％の利用率となった（中年・全国でも同様に 41.6%）。TikTok（2017年サービス開始）も 37.5％とな

った。こうした SNS等を使って視聴されるショート動画の利用率は 53.3％に上り、「SNS上のショート動

画を見始めると次から次に見続けてしまう」という回答は 45.6％に上った。 

 SNSへの投稿は 62.0%の若者が普段から行っていて、一般的な行動になっている。こうした投稿に伴っ

て、写真の加工を行う若者も多く、「顔写真への加工アプリ」は 25.3％、「景色の加工アプリ」は 23.4％

の若者が使用している。SNS を普段の生活から意識する傾向も見られ、「自分で何かをする時、SNS 上で

の反応を気にする」という割合は 20.2%だった。一方、「友人・知人の楽しそうな投稿を見ていると孤独

を感じる」は 14.1％、「SNS上で人から嫌な思いをさせられたことがある」も 9.9％見られた。 

 

 ターࢡーム利用の増加と身㏆になるメディアୖの࢟ࣕラࢤە

 SNS 以外のメディア接触としては、ゲームについても利用率が着実に増加している傾向が見られた

（2012 年と 2022 年の比較、若年 22.4%→59.8%、中年 15.9%→41.4%）。こうした傾向に伴い、「ゲームの

キャラクターに思い入れを持つ」という若者も、2002 年 10.1％→2012年 20.4%→2022年 23.3%と増加し

続けていて、身近に感じる若者が増えていることが分かる。 

 ゲーム以外のメディア上の人物への距離感が近い若者も一定数見られ、「テレビ・舞台・SNS・ネット

配信などで見かける有名人に恋することがある」は 7.6％、「生身の人間ではない、メディアや文学の中

の登場人物に恋することがある」は 6.8％となった。 

※2002 年・2012 年との比較は、大都市調査票の結果を比較した。その他の特に、表記のない文中の割合は、

若年票・全国調査のもの。 

※「インターネットや携帯電話等

（2012 年調査では「インターネッ

トやスマートフォン等」）で知り合

った相手と友だち付き合いをして

いる」や「知り合った相手に恋愛感

情を持ったことがある」の割合。

「直接会う」は、2002・2012 年調

査では、「知り合った相手と直接会

ったことがある」で、2022 年調査

では「知り合った同じ趣味の人と

直接会ったことがある」の割合 
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飲み会・コンパ

演奏・歌唱・バンド
ビジネス書・教養書

キャンプ・釣り
⾃分でやるスポーツ

筋トレ・フィットネス
⾞・バイク

⼿芸・⼯作・園芸
⼩説・エッセイ

ファッション
お笑い

カフェ巡り・⾷べ歩き
料理

ゲーム
旅⾏

スポーツ観戦
マンガ・アニメ

映画・ドラマ
⾳楽鑑賞

【 若年層（15-29 歳） 】 【 中年層（30-49 歳） 】 

10．趣味と音楽
文責：木島由晶（桃山学院大学）

●「若者らしい趣味」が見えにくい時代

若年ᒙと中年ᒙで何を趣味とᤊえているかを比べると、ともにアࢽメ・࣑ࢥック・ゲーム（$&*）の

㧗い割合が┠❧つ。スマ࣍とネットとサࣈスクという情ሗ⎔ቃがととのった結果、$&*ࠉのᾘ㈝はもは

や࢜タク⣔のマイࢼーな趣味ではなく、すっかりメࢪャーな趣味になったとゝってࡼさそうだ。若年

ᒙの༙数以上がそれらを趣味とᤊえているのにᑐし、中年ᒙでそうᤊえているのは㸱割前ᚋと⛬ᗘのᕪ

はあるものの（マン࢞・アࢽメ：�����→�����、ゲーム：�����→�����）、趣味の上఩をࢥンテンࠉࢶの

ᾘ㈝が༨める௒日では、「若者らしい趣味」というものもࢃからなくなってきているのかもしれない。

 
 

 
 

●感情を⟶⌮するࢶールとしての音楽

都市㒊の若者の聴き方の変化を見ると、���年前の������年と比べ、�����年の若者が㡢楽に㈝やす

���）㔠は᭶㢠ᖹᆒで�����෇ῶり࠾����෇→�������෇）、聴く時間は���日ᖹᆒで㸱分増えた（�����分

→�����分）。「自分の気持ちを変えるために㡢楽を聴く」への⫯定回答（「そうだ」と「まあそうだ」

の合⟬）の割合は����ῶったが（�����→�����）、✚ᴟ⫯定（「そうだ」のࡳ）の割合はࠉ�����������増えて࠾り

（����→�����）、若者は௒な࠾、自分の感情を⟶⌮するࢶーࣝとして㡢楽を聴く傾向がᙉいࡼうだ。

●若者ほど「タイࣃ㔜ど」って本ᙜ㸽

௒の若者はタイࣃ（時間ຠ率）を気にして行動しているというㄝがある。ᫎ画（動画）のಸ㏿視聴

が、その඾ᆺだが、㡢楽の場合はどうか。ࢠターࣟࢯのࡼうな間ዌを㣕ࡤす聴き方については、若年

ᒙで����、中年ᒙで����しか「あてはまる」と回答して࠾らࡎ、サビだけを聴くࡼうな「つまࡳ聴ྲྀ」

はめࡎらしい。また、アࣝࣂムの全体を㏻して㡢楽を聴く割合は、若年ᒙの�����、中年ᒙの�����が

「そうだ」「まあそうだ」と回答して࠾り、若者だけが楽᭤༢఩で㡢楽を聴いているࢃけではない。だ

とすれࡤ「若者࡯どタイࣃを気にしている」というゝㄝのጇᙜᛶはもっと␲ってࡼいのかもしれな

い。
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